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【研究の背景・目的】 

台風は日本を含む東アジアにおける自然災害の最
大原因です。なかでも最強カテゴリーのスーパー台風
は甚大な被害をもたらす危険な台風で、地球温暖化に
伴い、日本本土への上陸が懸念されています。しかし
ながら台風強度の推定値と予測値には、大きな誤差が
あることが大きな問題となっています。その最大要因
は台風の急激な発達である「急速強化」と、それとと
もにしばしば見られる「二重壁雲」構造で、このとき
に起こっている力学的・熱力学的構造が未解明だから
です。スーパー台風がどのように形成されるのか、そ
のときの急速強化と二重壁雲構造はどのような役割
をしているのかが、台風についての大きな未解明問題
です。私たちの研究チームは、日本ではじめて航空機
により約 14km の高高度でスーパー台風の眼に入って
観測を行いました。この研究では、その成果を発展さ
せ、航空機観測、地上観測、数値シミュレーションの
三本柱で上記の問題を解明することが目的です。 

【研究の方法】 
発達した台風では中心に「眼」とそれを取り巻く「眼

の壁雲」が形成されます。眼の内部には周囲より高温
の領域が形成されます。これは「暖気核」とよばれ、
台風の強度を決める熱力学的構造です。急速強化が起
こっているとき、あるいは二重壁雲構造のとき、この
暖気核はどのような構造でどれだけ発達しているの
かをあきらかにするため、図 1 に示すように、台風の
周辺と眼内部を航空機で飛行し、ドロップゾンデとよ
ばれる観測装置を投下します。これにより温度、湿度、
気圧、風向・風速のデータを台風の上端から海面まで 

 
の全層について観測し、台風の力学的・熱力学的構造
を調べます。航空機観測とともに、与那国島、南大東
島において、レーダや気象気球を用いた地上観測を行
い、台風の雲や降水の構造を調べます。 

航空機により観測されたドロップゾンデのデータ
は、名古屋大学を経由してリアルタイムで気象庁に送
信され、台風の現業予報に利用されます。また、詳細
なデータは、後日、データ同化という方法で数値シミ
ュレーションによる研究に利用されます。ここで用い
られる数値モデルは、名大で開発されたものだけでな
く、気象庁や米国の数値モデルなど多様な数値モデル
で、これらの数値モデル群により高解像度の数値シミ
ュレーションを行い、スーパー台風の形成における急
速強化と二重壁雲構造の役割をあきらかにします。 

【期待される成果と意義】 
 航空機による高高度からのスーパー台風の全層観
測は世界的にも本研究独自の方法です。これにより暖
気核の構造を観測するとともに、中心気圧や最大風速
など、台風強度の真値を得ることができます。これは
台風の力学的・熱力学的構造と急速強化過程の解明に
つながるとともに、台風予報の高精度化に寄与します。
さらに台風災害の軽減や避難の効率化に貢献します。 
 航空機観測で得られたデータは、DOI を付して公開
され、台風研究の発展に寄与します。この航空機観測
で得られた精度の高い測定値は、地球温暖化に伴う台
風の気候学的変動の研究などにも寄与します。 
 本研究の航空機観測は、米国、台湾、韓国と国際共
同研究として実施します。これにより航空機観測の国
際コミュニティの形成に貢献します。 
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図 1：台風の航空機観測の模式図。実線は飛行経

路、赤丸印はドロップゾンデ投地点。 
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